








われわれは、母子関係の臨床的研究として、母子関係の不調和のもっとも極端な例である

被虐待児症候群、および小児慢性疾患における母子関係の特徴を明らかにするために夜尿

症児の心理的特徴について検討を行ってきた。これらについてはなお継続して研究をすす

めているが、今回は、最近注目されている出産・育児に関連した母親の精神障害について

報告したい。 

妊産婦および育児期にある母親の精神障害は、母親のみならず、幼若な児の処遇をも考慮

しなければならないという特殊な条件が存在する。われわれは、乳児院で経験した乳児を

もつ母親の精神障害について近年の動向を分析し、あわせて児の処遇に関する問題を考慮

した。 


